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（１）ٿԹஆԽのରԠ
Ξɽ気Թւ໘ਫҐͷࢹͱٿԹஆԽʹ͏気ީͳͲͷকདྷ༧ଌ
　気象庁では、気温やւ面水位の長期的な変化向を監視して、地ٿ温ஆ化の現状に関する情報を提

供しています。また、将来の気ީを数値モデルによって予測し、地ٿ温ஆ化に伴う気ީの変化に関する

予測情報を提供しています。

　世界の平ۉ気温については、全世界のઍ数百か所の観測所における観測データやւ面水温データを収

集して、長期的な変化向を監視しています。また、日本国内の気象庁の観測点のうち、都市化の影ڹ

がগなく、特定の地域にภらないように選定された 17 か所の観測データをもとに、日本の年平ۉ気温の

長期的な変化向を監視しています。

　さらに、ւ面水位については、ை位や地൫変動の観測から得られたデータに加え、ւ༸気象観測ધで

観測した水温・Ԙ分のデータや、人工衛星から観測されたւ面高度データをもとに、ւ༸の数値モデル

も活用してւ面水位の変動を分析し、地ٿ温ஆ化によるւ面水位の上ঢの実ଶを明らかにすることを目

指しています。

　気ީ変化の予測については、今後の世界の社会・経済の動向に関する想定から算出した温室効果Ψス

ഉ出量の将来変化シナリオに基ͮいて、日本पลの気ީをきめ細かくシミュレーションできる気ީモデル

を用い、21 世ل末ࠒにおける我が国の気温や降水量などの変化を計算しています。得られた予測結果は、

「地ٿ温ஆ化予測情報」として発表しています。

　気象庁は、これらの業務を通じて、国連の気ީ変動に関する政府間パネル（IPCC）が平成 25 ʙ 26

年（2013 ʙ14 年）に公表予定の第 5 次ධ価報告書にもݙߩします。

ͼ地Ҭผの気Թと߱ਫ量のม化予ଌٴ頃のશ国لੈ��

気ԹͷมԽɺ（ӈ）߱ਫྔͷมԽɻいάϥϑはۉฏ（ࠨ） 20 ͱلੈ 21 いॎはʑͷมಈͷେ͖͞ͷࠇͷࠩͰɺلੈ
҆Λදͯ͠いま͢ɻ

� ڥٿʹؔ͢る情報
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

気象情報のൃදڥ（２）
　気象庁では、オκン層保ޢに資するための情報のほか、ԫ砂やࢵ外線対策に役立つ情報の提供を行

っています。

ΞɽΦκϯɾࢵ֎ઢͷࢹͱ༧ଌ
　気象庁は、自ら実施している国内及びೆۃ昭和基地のオκン層・ࢵ外線の観測結果に加え、収集し

た地ٿ観測衛星のデータ等も利用して、オκン層ഁյの実ଶを調査解析しています。これらの観測・解

析の成果は、オκンやࢵ外線の長期変化向などの調査結果もؚめ気象庁ホームページで公表しており、

オκン層保ޢ対策などの資料として活用されています。

　また、毎日の生活の中でのࢵ外線対策を効果的に行えるように、༗害ࢵ外線の人体への影ڹ度を示

す指ඪである6Vインデックスを用いたࢵ外線のཌ日までの予測情報を気象庁ホームページで毎日発表し

ています。

　　

国のΦκンશ量年ฏۉのܦ年ม化

Φκϯશྔͱはɺ؍ଌͷ্ۭʹଘ͢ࡏΔΦκϯͷ૯ྔͰɺ1��0 Ҏ߱はɺࠃ 4ͱʹ؇͔ͳ૿Ճ
ΈΒΕま͢ɻ͕

શࠃਤΛΫϦοΫ֦ͯ͠େͨ͋͠ͱɺ͞ΒʹͷؙࠇΛΫϦοΫ͢Δͱͦͷͷྻܥ࣌ਤ͕දࣔ͞Εま͢ɻ

気象庁ϗームϖージͰൃදしているࢵ外ઢ情報のྫ
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　ฏ��ʢ����ʣ�݄��、ϑロϯなどΦκϯをഁյする࣭のੜ࢈とফඅの੍نをఆΊ
ͨ「Φκϯをഁյする࣭にؔするϞϯτϦΦーϧٞఆॻ」がত��ʢ����ʣに࠾͞れ
て͔Β、��周をܴえましͨ。
　Φκϯは্ۭ��ʙ��キロϝーτϧのൣғにଟ͘ଘࡏしていること͔Β、このをΦκϯとい
います。Φκϯは、ଠཅ͔Βの༗なࢵ֎ઢをٵऩし地্のੜଶܥをอޢしています。����
にೖり、ϑロϯなどのԽֶ࣭がΦκϯをഁյすることがࢦఠ͞れましͨ。ͦ͏しͨ中、ত��
ʢ����ʣ、ೆۃতج地্ۭに͓͚るय़قのΦκϯ全ྔがͦれまͰとൺֱしてஶし͘গな͘な
ͬていることが、気象ிの؍ଌにΑり明Β͔に͞れましͨ。これはޙΦκϯϗーϧとݺれるΑ͏
になͬͨ現象を؍ଌしͨものͰ͋り、このൃݟにΑり、Φκϯอޢのػӡがߴまり、ϞϯτϦΦー
ϧٞఆॻの࠾にͭながりましͨ。
　ͦのޙ、ϞϯτϦΦーϧٞఆॻのޮՌにΑͬて、Φκϯഁյ࣭の大気中のೱは����Ҏ
がΈΒれなҎ߱、֦大ޙは����نগして͓り、これにରԠして、Φκϯϗーϧのݮ߱
͘なりましͨ。し͔し、Φκϯഁյ࣭はण໋がいͨΊ、ͦのݮগはۃΊて؇͘、このͨΊ、現
ըʢܭڥ࿈ࠃʢ8.0ʣとؔػの大きいΦκϯϗーϧがൃੜしています。ੈք気象نもຖࡏ
6/&1ʣがとりまとΊͨ「ΦκϯഁյのՊֶΞηεϝϯτɿ����」にΑると、ೆۃҬ্ۭのΦκ
ϯのঢ়گが、ΦκϯഁյがݦஶͰはな͔ͬͨত��ʢ����ʣҎલのਫ४にるのはੈࠓ
にڙଌし、త֬なใఏ؍をگҎ߱になると͞れて͓り、気象ிͰはҾきଓきΦκϯのঢ়ل
Ίます。

˙ೆۃΦκϯϗʔϧ　
　ʵϞϯτϦΦʔϧٞఆॻ࠾͔Β��पΛܴ͑ͯʵ

ฏ��年（�0��年）�0݄のΦκンϗーϧ ೆۃ昭和ج地ͰのΦκンκンデ؍ଌ

ฏ 24（2012 ）10 ݄ͷ݄ฏۉΦκϯશྔͷೆٿਤɻ
Φκϯϗʔϧͷ͕Γͷ҆ͱͯ͠ɺΦκϯશྔ͕ 220�ϛϦ
ΞτϜηϯνϝʔτϧҎԼͷྖҬΛփ৭Ͱࣔͯ͠いま͢ɻถࠃ
ہӉۭߤ 	/"4"
 ఏڙͷӴσʔλΛͱʹ気象ி͕࡞ɻ�

ೆۃতجͰͷΦκϯκϯσΛ༻いͨΦκϯ؍ଌͷ༷ࢠɻ্
ۭ �5 ΩϩϝʔτϧまͰͷΦκϯͷৄࡉͳߴΛ؍
ଌͯ͠いま͢（ୈ Ө）ɻࡱଌୂһ؍Ҭۃೆ࣍52
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Πɽԫ࠭ͷࢹͱ༧ଌ
　ԫ砂は、ユーラシア大のԫ土高原やΰビ砂യな

どで風によって上空高くい上がった無数の細かな

砂じんが上空の風にって日本へඈ来する現象で、

春に多く見られます。ԫ砂がඈ来すると、ચ୕物や

ंがԚれるといった一般生活への影ڹがあるほか、

ೱ度が高くなるとまれに交通障害の原Ҽとなる場合

があります。

　気象庁では、ԫ砂が日本の広域にわたって観測さ

れ、その状ଶが継続すると予測される場合には「ԫ

砂に関する気象情報」を発表して注意を呼びかけて

います。また、気象庁ホームページには毎日のԫ砂

の観測・予測結果を掲ࡌしています。なお、環境省

と共同で「ԫ砂情報提供ホームページ」を運用し、

ԫ砂に関する観測から予測まで即時的な情報を簡単

に取得できるようにしています。

ཌ日の様子

ฏ��年（�0�0年）3݄��日のେࢢࡕのԫ࠭の様子

ԫ࠭ ਤگଌ࣮؍ ԫ࠭にؔするશൠ気象情報
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ɽώʔτΞΠϥϯυݱ象ͷࢹɾ࣮ଶѲ
　都市化の進んでいる東京や大阪などの大都市ݍを中心に、都市の中心෦の気温がपลの߫外෦に比

て高くなる「ヒートアイランド現象」が生じています。ヒートアイランド現象による大都市ݍでのՆ季のஶ

しい高温は、中の増加や光化学オキシダント生成のॿ長などを通じて人々の݈߁への被害を増大さ

せるほか、局地的大雨の発生との関連性がݒ೦されています。

　気象庁では、都市気ީモデルを用いたシミュレーションによって、水平ڑ 2 キロメートルごとの気温や

風の分布の解析を行っています。解析の成果は、最高・最低気温や帯日数の観測値の経年変化など

とともに、「ヒートアイランド監視報告」として平成 16 年度（2004 年度）から公表しています。平成 24

年度は、関東、東ւ、近ـ地方のࡾ大都市ݍを対象に、都市化の影ڹによる 8 月の月平ۉ気温の上ঢ

や૬対࣪度のݮগの様子を示しました。

ԫ࠭予ଌਤ（地ද ۙのೱ ） ԫ࠭予ଌਤ（େ気தの総量）

ώートアイϥンυのシϛュϨーシϣン݁Ռ౦ژのଳ日のม化	��3�ʙ�0��年


ฏ 2�（2011 ）�݄ͷؔ౦ํʹ͓͚ΔࢢԽͷӨڹʹΑΔ
気Թͷ্ঢྔ（ࢢ気ީϞσϧΛ༻いͨγϛϡϨʔγϣϯ݁Ռ）ɻ
౦ژͷ৺෦ͰはɺࢢԽͷӨڹʹΑΓ݄ฏۉ気Թ͕ 1ʙ 2ˆఔ
্ঢͯ͠いͨ͜ͱ͕ղੳ͞Εまͨ͠（ʮώʔτΞΠϥϯυࢹใࠂ
（ฏ 2�）ʯΑΓ）ɻ

౦ژͷଳ（࠷気Թ͕ 25ˆҎ্ͷ）は 10͋ͨΓ ���
ͷׂ߹Ͱ૿Ճͯ͠いま͢ɻ

114



第一部
第一部

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

（３）ւ༸のࢹとஅ
Ξɽւ༸ͷࢹ
　地ٿ表面の 7 割を占めるւ༸は、人間の社会経済活動に伴いഉ出される二ࢎ化ૉの約 3 分の 1を

化ૉೱ度ࢎ化ૉを蓄えています。そのため、ւ༸は大気中の二ࢎ収するとともに、大量のや二ٵ

の増加や、それにより引き起こされる地ٿ温ஆ化の進行など地ٿ環境や気ީ変動に大きな影ڹを及ぼし

ています。また、ւ༸の二ࢎ化ૉೱ度が増加することでւ༸のࢎ性化が進み、ւ༸の生ଶܥへの影ڹ、

ひいては水産業等の経済活動への大きな影ڹがݒ೦されています。

　気象庁は、世界気象機関（8MO）やユネスコ政府間ւ༸学ҕ員会（IOC）等による国際的なڠ力体

制の下、ւ༸がどれだけの二ࢎ化ૉをٵ収しているか、気ީ変動にどれだけ影ڹを与えているかを調

るため、日本पลւ域及び西ଠ平༸でւ༸気象観測ધや中層フロートなどによってւ༸の観測を実

施しています。

　ւ༸気象観測ધは、西ଠ平༸全体の主要なւ流を横切るように設定された観測線にԊって、ւ面か

らւఈまでのւ流や水温、Ԙ分、二ࢎ化ૉなどの温室効果Ψスや関連する化学物質（ࢎૉ、ӫཆԘ（২

物プランクトンがҭつためのӫཆとなるリンࢎԘ、ࢎԘ、ケイࢎԘなど））の高精度な観測を実施して

います。主な観測成果は、トピックス 8（2）をご参照下さい。

ւ༸気象؍ଌધによる؍ଌ
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　中層フロートは、ւ面からਂさ2000 メートル近までの水温・Ԙ分のԖ直分布を自動的に観測する機

です。8MO、IOCث や各国の関係機関の連携により、中層フロートを全世界のւ༸に常時約 3000 台

Քಇさせ、全世界のւ༸の状況をリアルタイムで監視するとともに、地ٿ温ஆ化をはじめとする気ީ変動

の実況把握とその予測精度向上を目指す「アルΰ計ը」が推進されており、気象庁は、文෦科学省など

の関係省庁と連携して中層フロートによる観測を実施しています。

தϑϩートによる؍ଌ

தϑϩートのঢ় （ਤதのؙզ͕国͕入したϑϩート）گ
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Πɽւ༸ͷ݈߁அද
　気象庁では、ւ༸気象観測ધ等による観測データに加え、地ٿ観測衛星等の観測データを収集し、そ

れらをもとに解析した結果を、「ւ༸の݈߁断表」として定期的に気象庁ホームページで発表しています。

この中では、地ٿ温ஆ化に伴うւ༸の変化や、ւ域ごとのւ水温、ւ面水位、ւ流、ւණ、ւ༸Ԛછ

の状ଶ、変動の要Ҽ、今後の推移の見通しについて、グラフや分布図を用いてわかりやすく解આしています。

平成 24 年度には、ւ༸ࢎ性化に関する情報提供を開始しました（ւ༸のࢎ性化について、詳細はトピッ

クス 8（2）を参照）。

ւ༸の݈߁அදからӾཡͰ͖るਤのྫ

͜ͷւණਤはɺ/4*%$（ΞϝϦΧઇණσʔληϯλʔ）ఏڙͷ؍ଌσʔλ（ใ）
Λ༻いͯ࡞ͯ͠いま͢ɻ
ۃҬͷւණҬ໘ੵʹͭいͯɺৄࡉはτϐοΫε রɻࢀ（̍）�

 ۃ Ҭのւණ Ҭ໘ ੵの؍ ଌ্࢙最খΛهした�0��年�݄�3日のւණਤ
（速報）
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　地球表面の�ׂの面ੵをΊる海༸は、大気にൺて大ྔのをੵし、このを大気とりऔり
することͰ気ީに大きなӨڹを༩えます。աڈ��༨りにΘͨͬて気ީมಈにΑり૿Ճしͨ地球全
体のྔのҎ্は、海面͔Βਂ͞���ϝーτϧまͰの海༸の表にえΒれているとߟえΒれ
ていますʢ気ީมಈにؔするؒύωϧʢ*1$$ʣୈ࣍�ධՁใࠂॻʣ。こののੵにΑり、ੈք
全体のฏۉͰは、海༸表のਫԹが্ঢしていることが͔ͬていますʢਫԹ্ঢの࣮ଶにͭいて
はτピックε�	�
「地球ԹஆԽのਐߦ」ࢀরʣ。このͨΊ、大気をؚΊ地球全体のԹมԽをѲす
るͨΊには、海༸෦のਫԹมԽをることがݤになります。
　海༸෦のਫԹは、気象ிなどの؍ଌધの؍ଌ、ҰൠધഫにΑるಞ؍ࢤଌ、中ϑローτなどの
自ಈ؍ଌにΑͬてଌΒれています。し͔し、海ҬにΑͬて؍ଌにภりが͋ること、まͨ、
ଌσ؍Βの͔ڈଌख๏がมΘͬてσーλ࣭がվળ͞れてきͨことも͋り、୯にա؍とともに࣌
ーλをฒる͚ͩͰは、ؒظにΘͨるੈքの海༸全体のਫԹのมԽはѲͰきまͤΜ。このͨΊ、
現ࡏまͰの༷ʑな؍ଌσーλをもとにؒ࣌త、ۭ ؒతに࣭ۉなਫԹσーλをࢉܭし、ͦ れをͬてղ
ੳするඞཁが͋ります。気象ிͰは、海面͔Βਂ͞���ϝーτϧまͰの海༸表のਫԹにͭいて、
����Ҏ߱のຖ݄のσーλを࡞してظมԽのࢹに༻いています。τピックε�	�
「地球Թஆ
Խのਐߦ」にࣔしͨと͓り、ੈք全体の海༸表のਫԹは����͔Β����のؒに��͋ͨり
�����ˆのׂ߹Ͱ্ঢして͓り、ಛに����͔Β����ॳΊに͔͚て大きなঢԹがݟ
Βれ、ͦ のޙもਫԹがߴいঢ়ଶがଓいていることが͔りましͨ。
　海༸෦のਫԹ্ঢが地球ڥに༩えるӨڹのҰͭに、海面ਫҐの্ঢが͛ڍΒれます。海ਫは
Թが্がるとுし体ੵが૿えます。地球ԹஆԽにΑͬて海面ਫҐが্がると͞れています
が、ͦ のཁҼとしてණՏණচなどが༥͚ることにΑる海ਫの૿Ճとともに、ுにΑる海ਫの体
ੵの૿Ճが͋ります。άϥϑは、人ӴにΑͬて؍ଌ͞れͨੈքのฏۉ海面ਫҐのมԽྔと、海༸
表のਫԹมԽ͔Βਪఆ͞れͨுにΑるਫҐのมԽྔͰす。人Ӵの؍ଌσーλが͋る
����Ҏ߱、ੈքのฏۉ海面ਫҐは্ঢをଓ͚ています。ͦの͏ͪの�の�は海༸表のਫԹ
্ঢにΑるものͩとい͏ことが͔ります。
　気象ிは、このΑ͏な地球ڥの༷ʑなมಈとີに͔͔Θͬている海༸のղੳ݁Ռを、気象ி
ϗーϜϖーδの「海༸の݈߁அ表」にࡌܝしています。

˙ւ༸෦のਫԹのظมԽとੈքのւ໘ਫҐの্ঢ
ੈքのฏۉւ໘ਫҐのਪҠ

ೆҢ 66͔ΒҢ 66まͰͷฏۉւ໘ਫҐΛ 1��� ͷ͔ΒͷมԽ
ྔͱͯ͠ද͠ま͢ɻࢵઢはӴʹΑΔ؍ଌɺΦϨϯδઢはւ໘͔Β
ਂ͞ 700 ϝʔτϧまͰͷදਫԹ͔Βਪఆͨ͠ுʹΑΔมԽྔΛ
ࣔ͠ま͢ɻมԽͷׂ߹ͷʶは�5�ͷ֬Ͱ৴པͰ͖ΔൣғΛࣔ͠ま͢ɻ
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